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概要

本稿では，保育者養成における教育系科目の授業構成に，“知識の規範性”と“理論と実践の乖離”の問題があること指

摘し，その状況を改善するために，“知識の構造化”を原理とした授業構成が必要であることを具体的な授業モデルを提示

し，検証した．

その結果，教育系科目で扱う知識を，「価値的知識」， 「概念的知識」， 「事実的知識」の3つに構造化し，授業を構成する

ことが有効であることを明らかにした．

1.問題の所在 ー 教育系科目の意義と問題点ー

本稿の目的は，保育者（保育士及び幼稚固教諭）養

成における教育系科目において，“知識の構造化＂を原

理として授業を構成する意義を，具体的な授業モデル

を提示し，明 らかにすることにある．

教育系科目は，保育士及び幼稚園教諭をめざす学生

に“教育者としての甚礎的な資質＂を身につけるため

の科目として重要な役割を担っている．保育者養成カ

リキュラムでは，「教育学」，「教師論」，「教育原理」，

「教育心理学」，「教育行政学」，「教育方法論」，「教育

課程論」，「教育相談」，などの教育系科目が配置される．

各科目の教授をとおして，教育の原理 ・対象 ・内容 ・

方法の各領域に関する学習を行うとともに，実習にお

いて各領域の学習を統合し，教育者としての基礎的な

資質の育成を図っている．

このように，保育者養成において教育系科目は，開

講科目数も多く，学生が教育者となっていくために必

要不可欠なものとなっている．しかし，保育者養成校

の授業を参観したり，公開されている保育者養成校の
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授業計画l)を参照すると，教育系科目の授業には，共通

する二つの問題が存在することが分かる．

第一に，授業で扱う “知識の規範性”の問題が挙げ

られる．教育系科目の学問的なベースとなる教育学は，

人間形成に関する学問であり，理想とする人間像や社

会像の相違によって，様々な教育観や教育者像を提起

している．そして，教育学で扱う知識の多くが規範性

（～すべきである）を有し，実証性，科学性に乏しい．

そのため，授業者は自己が理想とする教育像や教育者

像をベースに授業構成を行う傾向が強く ，事実と規範

を峻別せず，特定の規範（教育観や教育者像など）か

ら教育事象を論じる場合がある．この場合，授業は，

特定の規範を注入していく，価値注入の場に陥ってし

まう ．

第二に，授業における “理論と実践の乖離”の問題

が挙げられる．教育系科目を担当する者は，多くの場

合，「理論は強いが，実践に弱い」理論派タイプか「実

践に強いが，理論に弱い」実践派タイプに大別できる．

前者の授業は，理論を理論として抽象的に教授してし

まい，「なぜ， この理論を学ぶ必要があるのか． また，

この理論は教育実践にどのように役に立つのか．」といっ

た疑問を学生に抱かせる．後者の授業は，実践を実践

として経験的に教授してしまい， 「先生の教育実践の経

験談は聞けたが，その経験を一般化する方法や，私の
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教育実践に活かす方法が分からない」といった疑問を

学生に抱かせる．教育の理論，実践ともに精通し，両

者を統合しながら授業を構成していくことが課題であ

るといえよう ．

このような問題状況に対して，筆者は，“知識の構造

化”を原理として授業を構成することが，教育系科目

の授業を改善していくために有効であると考える．こ

こでいう“知識の構造化”とは，①授業において教授

する知識を「価値的知識」，「概念的知識」，「事実的知

識」，の三つに構造化し，②そのうち「概念的知識」を

さらに包括的なものから個別的なものへ構造化するこ

とを意味する．

本稿では， まず授業構成の原理である“知識の構造

化”の意味を次節でより詳しく説明し，その原理にも

とづく授業例を 3節で提示しながら，その有効性を具

体的に検証していきたい．

2.授業構成の原理一 知識の構造化一

(1) 学校教育における授業研究の成果としての“知識

の構造化”

“知識の構造化”を授業構成の原理とする考え方は，

学校教育における“教育内容の現代化” が主張された

1960年代から，ブルーナー2)や，その理論をわが国に導

入した佐藤三郎叫広岡亮蔵4)らによ って授業改善の方

策として論じられてきたものである．そして，彼らの

構造化論を批判的に吟味し，アメリカ合衆国の新社会

科の研究成果から，“科学的知識の構造＂にもとづく社

会科授業構成のあり方を論じたのは森分孝治5)6)である．

氏の授業構成論は，理論的にも実践的にも，多大な影

響を学校教育界に残している．

本稿では，森分の所論を手がかりに， “知識の構造化”

を原理とする教育系科目の授業構成について考察して

いきたい．その理由は，①氏の授業構成論が，“社会科

学”教育としての授業のあり方を論じたものであり ，

同じく“社会科学”の一分野に属する教育学の授業構

成に応用が可能であること，②価値注入を避けようと

する授業構成論が，本稿の問題の解決に示唆を与える

こと，③従来，保育者養成等の“高等教育”では，本

格的に授業構成のあり方を論じることが少なく，学校

教育 （初等中等教育）の膨大な授業研究の成果から学

ぶべぎことが多くある，などの理由からである．

特に，③について，高等教育における授業研究は，

わが国の研究成果を紹介したものに，赤堀侃司叫伊藤

秀子・大塚雄作8)らによる研究や，アメリカにおける授

業改善の取り組みを紹介した研究9)10)など，様々な取り

組みがある．しかし，いずれも学問領域を超えた一般

的な教育方法・技術・道具の紹介を行ったものであり，

自然科学系と社会科学系の授業構成の違いや “教育系

科目”と っいった学問領域固有の授業構成のあり方を

原理的に論じた ものになっていない．

それに対して， 学校教育段階の授業研究は，従来の

汎用的な教育方法 ・技術 ・道具の研究を乗り越え，教

科教育学の発想II)から各教科目に特有の授業構成のあ

り方を学問的に解明し，成果をあげている．

そのなかでも， とりわけ森分の研究は，学校教育段

階の教科教育学（社会科教育学）の代表的なものであ

り，高等教育の授業構成を論じるうえでも，多くの示

唆を与えるものとなっている．では，彼の所論を教育

系科目の授業構成に応用しながら，知識の構造化につ

いて論じてみよう．

(2) 三つの知識

森分の所論を援用し，教育系科目で扱う知識の構造

を図 1に示した．また，図 1の構造に，授業で扱う知

識を具体的にあてはめたものを表 1に示した．

図l・表1を参照すると，教育学系科目で扱う知識

は，「a価値的知識」，「b概念的知識」，「 C事実的知識」

の三つのレベルに構造化できることが分かる．

「a価値的知識」とは，教育事象を評価する規範や

思想を意味し，例えば「保育所では，子ども中心主義

的な子ども観による消極教育を行うべきである．」といっ

た知識をさす．価値的知識は，「子ども中心主義」や「消

極教育」といった教育学の概念を多く含んだ包括的な

知識であるとともに，「行うべきである」という言及に

見られるように，教育者としての行動のあり方，価値

観を規定してい〈知識となっている．

それに対して，「b概念的知識」とは，教育事象を説

明するための学問的概念を意味する．例えば，「経験力

リキ ュラムとは，子どもの興味 • 関心に基づき，その

生活経験を拡大することをめざし，経験や活動を中心

に教育内容を編成するカリキュラムである．」といった

知識をさす．概念的知識は，「経験カリキュラム」といっ

た教育学の概念の意味を示し，それによって教育事象

を説明することができる知識である．また，いくつか

の概念を組み合わせ，教育事象の因果関係を説明して

いく“理論＂も概念的知識である ．a価値的知識との

違いは，「～すべき」という規範的な言及を伴わない価

値中立的な知識という点が重要である．

「C事実的知識」とは，教育事象の記述，個別具体
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a価値的知識

（事象の評価）

b概念的知識

（事象を説明するための概念・理論）

C事実的知識

（事象の記述）

↓ 事実的知識は無限に広がる ↓ 

図 1 知識の構造 「文献6), (ppl03-ll 7)を改変」
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表 1 “教育系科目”で扱う知識の構造 おける，ある教育事象を記述した個別具体的な知識で

あり ，この種の知識は無限に存在し拡大する．a価値的知識 ◎保育所では，子ども 中心主義的な子ども観によ

（教育事象を る消柩教育を行うぺきである．

評価する規

範 ・思想）

三人：O` 〗ロ〇経験カリキュラムー子どもの典味 • 関心に基づ

き，その生活経験を拡大することをめざし，経

験や活動を中心に教育内容を編成するカリキュ

ラム．

C事実的知識 ．A保育所では， 自由遊びを重視した保育を行っ
（教育事象の ている．

記述個別的 ・A保育所では， 月に1回，近所の老人ホームを

知識） 訪れる行事がある．

• A保育所の五歳児クラスでは，ごっこ遊びを長

期的に展開させている．

• A保育所では，地域の公共施設 （駅・学校・公

園）によく出かけている．

• A保育所では，行事や見学などの活動を中心に

年間指迎計画を編成している．

• A保育所の子どもたちは ， 自分の興味 • 関心の

ある活動を行える 自由遊びの時間が大好きであ

る．

↓ 事実的知識は無限に広がる ↓ 

以上のように，教育学系科目で扱う知識は大きく 3

つのレベルに構造化できることが分かる．そして，図

1に示したように，「 C事実的知識」は，無限に拡大す

る量的に最も多い知識である．また，「b概念的知識」

は，教育事象を説明し一般化する質の高い知識であり ，

量的には「 C事実的知識」 よりもはるかに少ないこと

が分かる．そして， 「a価値的知識」は，「b概念的知

識」を多く含み，教育事象を評価し，学生の行動を規

制していく包括的な教育観を示す知識であり，教育的

なイデオロギーといえるものである．

(3) “知識の構造化”からみる従来の授業の問題点

では，以上のような“知識の構造”を視点に，教育

系科目の授業の問題点を今一度考えてみよう ．図2に

知識の構造と授業の関係を示した．

教育系科目の授業で，しばしばなされるのは，図 2

の①「価値的知識から教育事象を評価していく授業」

である．これは，授業者が教育の現場経験が豊富な場

合によく見られる．授業者に永年の経験に基づく確固

たる教育観があり，その価値的知識をベースに， 「この

教育は善いがあの教育は悪い」といったように， 自己

の教育観を自己の教育経験（事実的知識）に基づき正

当化していく授業である直このような授業は，ー教育

的な事実に関する知識を意味し，「A保育所では，他の 者の経険や情熱を学生に伝えることができるメリ ット

保育所よりも多く行事や見学などの活動を行っている．」 があるが，学生に多様な教育観が存在することを伝え

といった知識をさす． 事実的知識は，ある教育現場に られないというデメリットがある．結果として学生自
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a価値的知識

①価値的知識 （規範・思

想など）に碁づき教育事

象を‘‘評価＂する授業

b概念的知識

②概念的知識の教授に終始する授業
③概念的知識 （学問的概念・理

論）を使用し教育事象を“説明”

する授業L C事実的知識
←□ 

図2 知識の構造と授業の関係

身が主体的な思考を行い，よりよい教育観を追求する

機会を奪うものとなり ，“閉ざされた教育観”の形成を

学生に強いるものとなってしまう ．このタイプの授業

は， ‘‘知識の規範性”に問題があるわけである．

また，図2の②「b概念的知識（教育理論 ・概念）

の抽象的な教授に終始する授業」もしばしばなされる．

これは，授業者に教育現場と関わりが乏しい場合によ

く見られる授業である．理論や概念は教授するが，そ

れらの概念的知識が，教育の実践と結びついていかず，

理論を理論として教授していく 13)．結果として， 抽象的

な理論の教授に終始する授業となり， “理論と実践”の

関係づけに問題がある授業となる．

では，‘‘知識の規範性”と“理論と実践の乖離”とい

う二つの問題をク リアするには，どのような授業が有

効だろうか．それは，図2の③「教育学の基本概念（概

念的知識）を習得し，習得した概念を使用して， 日常

レベルの教育事象（事実的知識）を“説明”していく

授業」である．このタイプの授業が有効なのは，価値

的知識の教授を排除し，価値中立的で質の高い概念的

知識を，具体的な教育事象との関わりから教授できる

ことである．教育学の基本概念の習得とそれを使用し

た教育事象の説明は，教育系科目の授業でしかなしえ

ない学習活動である．各科目の授業は，その科目でし

かできない固有の学習活動を学生に促すことが優先課

題であろう．

3.授業モデル ー 授業「教育の内容はどうやって

決めるの？」を事例に一

では，具体的な授業モデルを参照しながら，知識の

構造化の有効性を検証していこう ．表2に，カリキュ

ラム（教育課程）に関する専門書14)15)16)17)18)から抽出し

た授業で教授する概念的知識の構造を示し，表3に，

授業モデルを示した．本授業は，教育系科目「教育学」

において，“知識の構造化”を原理とした授業を 2単位

(15コマ）開発したなかで，典型的な 1コマの授業を

「教授書形式」で再現したものである．授業の目標及

び展開は以下のようになっている．

・授業の目標

① カリキュラム（教育課程）に関する教育学の基

本概念（概念的知識）を習得する

② 習得した概念を使用して，日常レベルの教育事

象を “説明”できる．

・授業の展開

① 「問題の把握」 一 導入

② 「基本概念の習得」ー展開 1・展開 2

③ 「基本概念を使った教育事象の説明」 ー展開 3.

終結

表 3の授業は，表2に示したカリキュラムに関する

教育学の基本概念（概念的知識）を習得し，習得した

概念を使用して， 日常レベルの教育事象を「説明」す

る過程として構成されている．

まず，導入「問題の把握」において，「教育の内容は
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どうやって決めるのだろうか？ 」という本授業の M.Q.

(Main Question)を提示する．そして，「なぜ，皆さ

んが学ぶ保育者養成カリキュラムは，このような編成

なのだろうか．」と発問し，M.Qを学生か日常で経験し

ている教育事象と関連づけて探求するように促す．授

業は，学生自身が教育について抱く素朴な疑問を M.Q.

として，その疑問を解決していくように展開するわけ

である．

続く展開 1・展開2では， “カリキュラム”に関する

基本概念の習得を行う ．表3にExとあるのは，カリ

キュラムに関する事実的知識（事例）である．学習は，

「概念的知識」を「事実的知識」との関わりから習得

する過程として進行する．つまり ，教育学の概念の説

明には，必ず 日常の教育事象を具体例として挙げる．

例えば「顕在カリキュラム （見えるカリキュラム）」の

概念を説明したら，実際に自分たちの保育者養成カ リ

キュラムを参照するようにする．そうする こと で，理

論と実践の乖離を防ぐことをめざすわけである．また，

提示される概念は，表2に示した“概念的知識の構造”

に基づき，カ リキュラム→顕在カ リキュラム→教科カ

リキュラムのように“全体から部分へ”,“幹から枝へ”

という順番で，説明力の大きい包括的な概念から，説

明力の小さい個別的な概念という順番で学生に提示し

ていく ．そ うすることで，学生に構造化した概念の習

得を促すわけである．

展開 3・ 4では，習得した基本概念を使った教育事

象の説明が行われる．展開 3では一般レベル，展開4

では個別レベルでの説明を行う ．説明は，いくつかの

基本概念を組みあわせて行われる “理論”と いえるも

のであり， M.Q．の疑問を解く鍵となるものである．

展開 3では，カリキュラムを構成する三要素である

「子ども（学習者）」「社会」「文化」が，実際にどのよ

うに教育内容の決定に関わってくるのかについての“理

論”を習得する．ここでは，展開 1・ 2で学んだ基本

概念を使用しながら， ドイツ的なカ リキュラム編成法

とアメ リカ的なカリキュラム編成法の違いを説明する．

基本概念を使用しながら教育内容を決定していく“理

論”を習得するわけである．

終結部である展開4では，展開 3で習得した“理論”

を使用し，学生自身か学んでいる保育者養成カ リキュ

ラムの編成法を説明させることで，本時の学習を終結

する．ここでは，展開 3で学んだ「子ども（学習者）」

「社会」「文化」の三要素によってカ リキュラムを構成

するという “理論” を使用して具体的な教育事象を説

明させる．そ うすることで，理論と実践の結びつけを

図るとともに，M.Q．に M.A.(Main Answer)を与え

学習を終える ことかできる．

以上のように，授業は，構造化された概念的知識を

学習者に提供するとともに，概念・理論を使用し， 学

生自身が日常の教育事象を “説明”するものとなって

表 2 「教育の内容はどうやって決まるの？」で教授する概念的知識の構造

； 
A顕在的カリキュラム a教科教育 ：教科カ リキュラムカリキュラム

◎カリキュラムは，教育課程と訳さ （見え るカリキュラム） a教科とは，科学，技術，芸術など i・文化や価値観を子どもに伝達する
れ，学習者に課す教育内容の全体 人問の文化のなかから，学習者に iことを重視し，教科を中心に教育
計画であり，学習者か教育のなか 〇顕在的カリキュラム 学習させるべき知識や技能を教育： 内容を編成したカリキュラム．

は，何の目的で何を
f----------------------------------------------

で経験する事柄のすべてをさす． 目的に応じて体系的に選択し組織 ：，コアカリキュラム

・カリキュラムは， 「走路」「コース」 どのように教えるの した教育内容の領域をさす．
：・経験や活動を重視した問題解決学

概
を意味するラテン語 Currereが か，学校案内や時間

習を中心課程 （コア）におき，そ

念
語源であるといわれ，教育のコー 割のように， 目に見 の周辺課程に教科を配置したカリ

的
スを意味すると考えられる． える形で示されてい b教科外活動 キュラム．教科カリキュラムと経

知
・カリキュラムは，教科教育のみな る教育内容である． b教科教育以外の教育活動をさし， ： 験カリキュラムの中間的な形態．

識
らず，教科外活動や校風，教師， クラス活動，学生会活動，クラブ「：.経．..験.．.カ..．リ．・キ•--ュ•--ラ--ム--------------------------

先盟の態度なども含む幅広い概念
活動，学校行事などが含まれる． ： ：・子どもの典味，関心に基づき，そ

である．

• カリキュラムは，「顕在的カリキュ
の生活経験を拡大してい〈ことを

ラム」と「潜在的カリキュラム」
重視し，経験や活動を中心に教育

の大き〈二つに分けることができ
内容を編成するカリキュラム．

る． B潜在的カリキュラム 〇学習者が自分を取り囲む環境の中から無意識に学んでいる教育内容．

（隠れたカリキュラム） 次の授業の内容につき以下省略

（注 表の作成にあたっては，説明的概念の抽出及び個別的概念の構造化は，文献14)・ 15)を参照した．また， 「個別概念」の抽出は， 「カリ

キュラム・顕在的カリキュラム・顕在的カリキュラム」は文献16),「教科教育 ・教科外活動」は文献17),「教科カリキュラム・コアカリ

キュラム ・経験カリキュラム」は文献18)を参照し作成した．）
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表 3 授業モデル「教育の内容はどうやって決めるの？」の教授・学習過程

展
教師の主な発問 教授学習活動 学生から引き出したい知識

開

磁 ◎教育の内容はどうやって決め T 発問する ◎MQ（メイン ・クエスチョン）を把握する．
入 るのだろうか ？ s 課題を把 ・自分が学んでいるカリキュラムを査料で確認する．
問
MQなぜ，皆さんが学ぶ保育者 握する． 査料①カリキュラムに閾する教科書の記述

題
養成カリキュラムはこのよう 査料②本学の保育者養成カリキュラム把

握 な編成なのだろうか． 査料③本学の行事， クラプ，学友会等の年間計画

展 〇カリキュラムという言葉は， T 発問する 〇カ リキュラムは，教育課程と訳され，教育を受けるひとに課す教育内容の全体計画であり，受ける
開 そもそもどういう意味ですか？ S 教科書の 経験のすべてをさす．
1 

記述を参 ・カリキュラムは， 「走路」「コース」を意味するラテン語 Currereが語源であるといわれる．

照し，答 ・カリキュラムは，教科教育のみならず，教科外活動や校風， 教師，先甜の態度なども含む幅広い概

える． 念である．

・カリキュラムは， 「顕在的カリキュラム」と「潜在的カリキュラム」の大き く二つに分けることがで

きる．
.. -. ---.. ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------―→ ---------------------
A顕在的カ リキュラムとは T 発問する A顕在的カリキュラムは，何の目的で何をどのように教えるのか， 学校案内や時間割のように，目に

基
何ですか？ s 答える 見える形で示されている教育内容である．

本 Ex学校案内のバンフレ ットに示されている保育者養成カリキュラムや年間行事計画のような，目に見

塁 える教育課程をさす．

の
a教科とは何ですか？事例を挙 T 発問する a教科とは，科学，技術，芸術など人間文化の中から，学習者に学習させるべき知識や技能を教育目

習 げて説明しなさい． S 答える 的に応じて選択し組織した教育内容の領域をさす．

息 • 国語や算数などの 「用具教科」， 社会や理科などの 「内容教科」 ， 音楽，図工，体育などの 「表現 ・

技能教科」などに分類できる．

Ex保育者養成カリキュラムでは，「社会福祉」「発達心理学」「保育内容総論」「体育」などの教科があ

る． →査料②本学の保育者養成カリキュラムを参照する．

b教科外教育とは何ですか？事 T 発問する b教科教育以外の教育活動をさし，クラス活動，学友会活動， クラプ活動，学校行事などが含まれる．

例を挙げて説明しなさい． S 答える ・教科外活動のあり方は，学校の校風形成や学習者の態度形成に彩靭を与える．

Ex本学では，入学・卒業式はもちろん，スポーツ大会，オープンキャンパス，学園祭などの各種行事

が準備されている． また，医療福祉教蓑購座などの教科外教育が年間行事に位四付けられている．

→査料③年間行事計画を参照

胃〇カリキュラムの代表的な形態 T 発問する 0代表的なものに，教科カリキュラム，経験カリキュラム，コアカリキュラムがある．
2 
には，どのようなものがあり S 教科書の ・教科カリキュラムとは，文化や価値観を子どもに伝達することを瓜視し，教科を中心に教育内容を

ますか？ 記述を参 編成したカリキュラムである．

［ 念
・教科カリキュラムとはどのよ 照し，答 Ex戦前の小学校教育課程，戦後の 2次改訂以降の小学校教育課程

うなカリキュラムですか？ える． ・経験カリキュラムとは，子どもの典味，関心に基づき，その生活経験を拡大していくことを重視し，

・経験カリキュラムとは， どの 経験や活動を中心に教育内容を編成するカリキュラムである．

の ようなカリキュラムですか？ Ex戦後すぐの小学校教育課程 （特に社会科），保育所・幼稚園のカ リキュラム
習
・コアカリキュラムとはどのよ ・コアカリキュラムとは，経験や活動を菫視した問題解決学習を中心課程 （コア）におき，その周辺

喜 うなカリキュラムですか？ 課程に教科を配附したカリキュラムである．教科カリキュラムと経験カ リキュラムの中間的な形態．

Exバージニアプラン， 日生辿3)屑4領域論

展 〇なぜ，カリキュラムには，様々 T 発問する 〇カリキュラムは， A子ども （学習者），B社会， C文化の大きく 3つの要素を考慮し，編成される こ
開 な形態が存在するのですか？ S 答える とか多い．そのため，各要素をどのように考應するかによ ってカリキュラム編成に違いがあらわれ
3 

る．

A子ども （学習者） • • 発達課題や学習目的は何か．

>
B社会 ••社会にはどのような人材が必要か．

C文化・・いかなる文化を教育内容として選択し，再構成するか．

・どの要素を重視するかによ っ T 発問する ・例えば，戦前のドイツ的な学校観及びそれに影評を受けた日本の学校教育では，社会が子どもに学
の て，カリキュラムの編成にど S 説明する ばせるべき「文化」をあらかじめ設定し，教科カリキュラムを編成していた．しかし，戦後のわが
説
明 のような違いがありますか？ 国の新教育は，アメリカ的な経験主義に基づく学校観に影野を受け，「子ども」の興味，関心を重視

① した経験カリキュラムの考え方を祁入した．また，「子ども」の発達や典味関心を重視しつつ，「社

般 会」的経験を中心課程におき，周辺に関連する「文化」を再構成した教科をおくコアカリキュラム

も戦後の一時期盛んに研究された．このように，何を重視するのか，その「教育目標 ・教育思想」

の違いは，明確にカリキュラムの編成の違いにあらわれる．

終 ◎教育の内容はどうやって決め T 発問する ◎MA（メイン ・アンサー） 教育内容は， A子ども（学習者）， B社会，C文化の各要素と「教育目
結 るのだろうか？ S 説明する 標 ・教育思想」の関わ りから編成される．編成された教育内容のなかで時間割や学校案内などによ

MQなぜ，皆さんが学ぷ保育者 って，目に見えるものを顕在的カリキュラムという．， 狼成カリキュラムはこのよう 私たちの保育者蓑成カリキュラムの場合， I医療の専門性を持った保育者の養成」という教育目標と
な編成なのだろうか． 「なすことによって学ぶ」という経験主義の教育思想に基づき，「A学習者・・・将来は保育所・幼稚園

の保育者になりたいのか， 病棟•福祉施設の保育者になりたいのか」，「C社会 ••社会が求める保育
の 者像厚生労働省 ・文部科学省の基準はどうなっているのか」，「C文化・医療の専門性を持つ保育
説

者の養成には，従来の保育者従成科目に加え，どのような教育内容（例えば医療，発達障害児に関

悶 する知識）か必要か」などの要素を考慮しカリキュラムを編成している．
日 ●では， 目に見えないカリキュ T 発問する
常
ラムは， どのような影押力が s.課題を把 ●次回の課題（潜在的カ リキュラムとその彩特）を把握する．
あるのだろうか ？ 握する．
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いる．価値的知識の注入を排除することで“知識の規

範性＂の問題をクリアするとともに，「概念的知識」を

「事実的知識」 との関わりから習得することで“理論

と実践の乖離”の問題もクリアするものとなっている

わけである．

4.結 五ロ―
――
-
R
 

本稿では，保育者養成における教育学系科目の授業

構成には，“知識の規範性”と“理論と実践の乖離”の

問題があることを指摘し，その状況を改善するために，

“知識の構造化”を原理とした授業構成が必要である

ことを具体的な授業モデルを提示し検証した．その結

果，以下の 4点が明かになった．

第一に，知識の規範性を克服し，知識の質を高める

ため，教育系科目で扱う知識を「価値的知識」「概念的

知識」「事実的知識」の 3つに構造化する．

第二に，教育系科目の授業では，学生に開かれた教

育観の形成を促すために，価値的知識に基づき教育事

象を“評価”することを避ける．

第三に，教育系科目の授業は，教育系科目でなけれ

ば育成できない知識を提供するために，構造化された

概念的知識をなるべく多く提供することをめざす．

第四に，教育系科目の授業は，“知識の規範性”と“理

論と実践の乖離”を克服するために，概念的知識を使

用し教育事象を“説明”する過程として組織化する．

今後もこれらの結論を批判的に吟味しながら，より

よい授業構成をめざし，理論面，実践面での研究を続

け，成果を報告していきたい．なお，保育者養成にお

いて，価値的知識の教授を含めた“価値教育”もより

重要なテーマと考えられる．この点は，別の機会に論

じるが，当面は，拙稿19)を参照されたい．
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